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　ＪＴＢ総合研究所は１月烱日、昨年瀾月
に実施した第５回「東日本大震災後の生活

行動や消費の変化に関する調査」の結果を

発表した。それによると買い物や旅行など

消費控えの動きは半年前よりも弱まってい

る。同調査を抜粋して紹介する。

　「東日本大震災後、日常生活での

行動に変化があったか」という問い

に対して、約５人に１人にあたる淹濤．
濤％が「最近も地震発生前と比べて
変化したまま、元に戻っていない」

と回答しているY図１。

　前回調査Y図２Yの淹涵．淆％と比較
すると下がってはいるが、１年半を

経てもまだ一定の人々の行動に変化

が残っていることから、いかに東日

本大震災が日本人にとって大きな出

来事だったかが分かる。

　震災後に初めて行うようになった

ことの中で、「今後も継続して行う

と思うこと」と「一時行ったがやめ

てしまったこと」は何かという質問

をしたY図３。「飲料水を備蓄した」

「食糧を備蓄した」「被災地の製品

を購入した」といった行動は「継続」

の割合が高いと同時に、「やめた」の

割合は低く、日常の行動として定着

した感がある。一方で「個人で寄付

を行った」は「継続」「やめた」それ

ぞれ割合が高く、備蓄などの防災対

策や消費による被災地支援ほどは広

く定着していないことが分かった。

　「最近、買い物や外食、外出、旅

行などをためらったり、控えたりす

ることがあるか」という質問には、

「ほとんどない」と答えた人が、半

年前の調査より瀾飴以上増加し、
「あまりない」も加えると約牾％と
なり、消費控えの動きが弱まったこ

とが分かるY図４。

　消費や外出、旅行を控える人の割

合は減少したが、それでも「少しあ

る」「よくある」を合わせると淹淇．涵
％と、４人に１人程度は「控える」

と回答している。

　そこで、「控える」と回答した人

に対して、その理由を聞いたところ、

地震や放射性物質の影響は半年前の

調査と比較すると減少し（地震・余

震が不安淹淹．淇％→涅淇．淹％、放射性物
質の飛散が不安淹濤．濤％→涅渊．濤％）、
消費税や将来への不安、教育費など

の割合が増加した（自分や家族が将

来的に安定した収入が得られるか不

安渕渊．淦％→渕淆．淇％、消費税増税の可
能性がある淹濤．濤％→淹淇．涸％、子供の
教育費などにお金がかかる涅渊．淦％→
涅淆．淇％）Y図５。

　熟年層の最近の旅行行動を探るために、

「淹濤涅淹年の夏の旅行が例年と違ったこと」
という質問をしたところ、爛代では例年の
旅行よりも「お金をかけた」と回答した人

の割合が他の年代よりも高かったY図６。

　お金をかけた内容としては、「いつもよ

り長く旅行へ行った」「娘や孫を連れてい

ったので、お金がかかった」「被災地支援

のために、現地でお土産などを多く買った」

などの回答があがった。団塊世代の定年退

職による、旅行の長期化、三世代旅行の増

加などの兆しと言えるかもしれない。

　次の旅行については「２月頃までに」と

考えている人の割合がどの年代でも約半数

となり、「旅行に行きたくない」と回答し

た人の割合は最も多い炳代でも渊．涵％に留
まったY図７。何も障害がなければ多くの

人が旅行への意向を持っていることが、こ

の回答からも伺える。

　次に、旅行に出かける手段の一つとして、

ドライブ旅行の頻度について聞いたところ、

爛代では「年に３回以上する」と回答した人
が淹渕．濤％と全年代で最も高く、次いで燎代の
淹濤．濤％となったY図８。爛代は戦後のモータ
リゼーションをけん引した世代でもあり、車

との親和性が高いのだろう。

　一方、車離れ世代とも言われる炳代は、
「年に３回以上する」の回答者は涅淦．涵％で、
爛代、燎代に続き３位。全ての若者が車から
離れているわけではないようだ。ただし「全

くしない」という割合が他の年代に比べ飛び

抜けて高く、ドライブ旅行をする人としない

人との二極化が生じている。

　ドライブ旅行の平均的な移動時間は、年代

が上がるにつれて長くなる傾向が見られたY

図９。爛代では２時間以内の移動で旅行へ行
く人は６％にとどまり、逆に８時間を超える

人の割合が涅涸．涵％となった。


